第九回　施設処遇検討会議　議事録

H19.6.11　13:30～15:30

青山荘地域交流室

　　　　　　　　　　出席者：長谷部A.O.M・清水S.G.M・小坂・小松・山田・原・山口・三浦・馬渡

（欠席者：千葉C.E.O・村田顧問・佐々木）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 記　録：馬渡

議題

１：麦澤　守　様　（青明舎利用者様）の処遇について

２：小向　武雄　様　（青風荘入所者様）の処遇について

３：関口　禅　様　（青山荘入所者様）の処遇について

１：麦澤　守　様　（青明舎利用者様）の処遇について

病名：統合失調症

　＜問題点＞

　　　過重労働による再発の危険性

　　　　　介入方法→・定期的なフォローアップ　2，3週に1回の訪問による情報収集

　　　　　　　　　　・通院・服薬の確認　

　　　　　　　　　　・定期的な休憩を取れるような職場環境作り　

＜評価＞

実家のある岩手県の洋野町から根城にある事業所へ往復二時間はかかり、本人が自宅を出るのは、朝6時30分、8時～17時の訓練をして、自宅には6時過ぎには着いているが、朝自宅を出発して訓練を終えるまでの拘束時間が長い為に、本人への負担も考えられる為定期的な休みを確保する必要がある。現在訓練は週5・6日で雨天時・日曜は休みである。現在の訓練状況を改善できるよう支援していく、またこの先事業所を変える事も視野に入れ、現在の事業所での訓練を本人の成功体験にし、自信を持ってもらうように支援する。本人は聞きたいことや不安なことを話す事が出来る為、青明舎や青山荘へ電話を掛ける事があるので、担当者以外の職員も話しを聴き相談のしやすい環境作りをしていく必要がある。

　

２：小向　武雄　様　（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症

　＜問題点＞

1 身体機能低下の恐れがあり、体重増加傾向にある。

介入方法→・買い物に行く前に、何を買うのか本人と確認し、スタッフ付き添いし必要な分だけ購入できるように支援をする。支払いの際には、小銭を溜める為、一緒に支払いを支援する。

・おやつ等は事務室で管理し、決められた時間に本人へ渡す。

・健康プログラムにて、体操をしたり、散歩を兼ねて買い物に出掛けたりし、身体機能の低下を防ぎ、体重増加を防止する。

　　　②保清面について

　　　　　　

　　　　　　　　介入方法→・頻回に下着の着替えが見られるときは、適切な着替えの方法（一日1回～2回）についてその都度説明する。

　　　　　　　　　　　　　・入浴時には上着・ズボン等の着替えを促し、洗濯の仕方について本人と確認し、スタッフ付き添いながら最後まで自分で行えるよう繰り返し支援する。

· 自室の掃除・衣類整理は、定期的にスタッフが確認し、一緒に掃除、整理を行っていく。

　　　③陰性症状が強く、物事や周囲に対して無関心

　　　　　　　　介入方法→・本人とコミュニケーションをとる機会を多く設定し、自分の意志を表現できるよう支援する。

　　　　　　　　　　　　　・買い物やレクなど、普段とは異なる刺激を受ける場面を設定する。

・自分から不調があっても伝えてこない為、様子を確認し声をかける。

　　　④保護者について（保護者が高齢となってきている為）

　　　　　　　　介入方法→・保護者が高齢となってきている事から、面談を設け保護者について話し合いを行っていく。

＜評価＞

　本人は青風荘の生活をどう感じているのか、本人と面接や関わりを通して見い出す。青風荘では安定的な生活をしていける人であり、本人が安心して生活して行ければ良いのでは、また、本人は調子が悪くても自らの訴えや意思が出にくいということがある為、スタッフが本人の体調の変化などに気付くことが必要となる。現在の生活を継続していく為にも、本人の今ある能力を維持し、継続的な援助をしていく必要がある。この先、本人の身体機能の低下により介護保険に切り替わるか、また、精神症状が現れるのか様子を見て行く。保護者が高齢になっていることから、保護者を変えるかどうか考えて行く必要がある為、家族との関わりについても支援していく必要がある。

３：関口　禅　様　（青山荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　

　＜問題点＞

　　　一つのことにこだわり、別の物に注意を向ける事が出来ない。

介入方法→・面談で決めた事は、必ずノートにメモしてもらう。

・本人と話し合い、自宅での生活に向けて何が必要なのか、ノートにメモしながら優先順位をつけて整理する。

・何度も同じことを訴える時は、ノートにメモした内容を確認し、話し合って決めた内容を振りかえる。

長期外泊訓練の継続

介入方法→・外泊中は食事が炭水化物に偏りがちな為、職員と一緒に、電子レンジを使って手軽に出来る食事作りを練習し、食事のレパートリーを広げる。

・外泊中は職員が定期的に訪問し、支援が必要な部分があればその都度支援する。

　　　家族関係の調整

介入方法→・本人より家族に相談したいことがあれば、まず職員に相談し、話す内容を整理・吟味する。そして、場合に応じて家族にも連絡を取る。

・自宅では、母屋は利用せず自宅の離れだけで生活するようにし、家族と距離を置いた、現在の生活を維持する。

＜評価＞

　　現在は退所に向けて、長期外泊訓練を行っているが、食事の面に関しては炭水化物に偏りがちな為、職員と一緒に手軽でバランスの良い食事作りを練習し、食事のレパートリーも広げて行く。青山荘退所後の生活の場所はデイケア、訪問系サービスは訪問看護や、青明舎の訪問等が考えられる。本人は自分のこだわりがあり、手順を決めることで行動ができ、自ら疑問に思った事や不安な事等は、訴え相談することが出来る。退所に向けて家族調整などの家族との関わりについて支援が必要であり継続的な支援を行う。

